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西
桂
町
議
会
議
長
小
山
忠
男

毎
定
例
会
後
の

　
　
　
　
　
　
　
年
四
回

　
こ
の
度
議
員
各
位
の
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
が

発
刊
で
き
ま
し
た
こ
と
に
は
、
誠
に

喜
ば
し
く
、
関
係
各
位
に
感
謝
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
西
桂
町
は
、
総
面
積
の
犬
部
分
を

山
林
で
占
め
、
国
際
観
光
地
富
士
山

に
近
く
、
国
指
定
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
シ
テ
ィ
ー
富
士
吉
田
に
隣
接
し
、

三
ツ
峠
の
景
観
、
桂
川
の
清
流
、
伝

統
産
業
の
織
物
を
有
し
、
正
に
自
然

と
の
調
和
の
と
れ
た
町
で
あ
り
ま
す
。

　
議
会
の
活
動
の
内
容
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
西
桂
町
の

活
性
化
と
今
後
の
発
展
の
原
動
力
と

な
る
こ
と
を
願
い
、
町
民
各
位
と
共

に
高
齢
化
、
情
報
化
、
国
際
化
し
て

ゆ
く
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
大
き

な
夢
を
広
げ
た
い
と
思
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
教
育
文
化
の
向
上
、
福
祉
の
充
実
、

産
業
の
振
興
、
交
通
事
情
等
々
、
町

全
体
の
課
題
を
み
ん
な
で
考
え
、
英

知
を
結
集
し
て
豊
か
で
住
み
良
い
西

桂
町
を
つ
く
り
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
町
民
と

の
意
患
疎
通
を
図
り
、
建
設
的
御
意

見
等
戴
き
な
が
ら
活
発
な
議
会
活
動

が
展
開
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
御
指
導
御
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
発
刊
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

西
桂

町
長

槙
田

康

要
性
が
認
識
さ
れ
る
に
伴
い
、
市
町

村
は
、
地
方
自
治
の
基
礎
と
な
る
公

共
団
体
と
し
て
重
要
な
位
置
付
け
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
地
方
の
時
代
と

云
わ
れ
地
方
が
今
脚
光
を
浴
び
て
い

る
時
、
又
最
近
の
国
内
政
治
情
勢
、

そ
し
て
社
会
情
勢
が
激
し
く
変
動
し

て
い
る
中
で
、
町
政
が
順
調
に
発
展

し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
ご
同
慶
に
堪

え
ま
せ
ん
。

　
町
の
長
期
総
合
計
画
を
中
心
と
し

て
「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
を
は
じ
め

住
民
福
祉
を
中
心
と
し
た
施
策
に
つ

い
て
議
会
の
積
極
的
な
対
応
に
心
か

ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
議
会
が
議
会
の
仕
組
か
ら

議
会
活
動
等
を
議
会
広
報
を
通
じ
て

町
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
こ
と
は
、

議
会
と
住
民
の
意
思
疎
通
を
図
る
上

か
ら
も
誠
に
時
宜
を
得
た
も
の
と
喜

び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
議
会
と
町
執
行
部
は
、
車
に
例
え

れ
ぱ
両
輪
で
あ
り
ま
す
。
議
会
活
動

と
町
行
政
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
、

お
互
い
そ
の
機
能
を
円
滑
に
作
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町
政
が
飛
躍
的
に

発
展
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
広
報
に
し
か
つ
ら
」
と
共
に
議
会

か
ら
見
た
西
桂
を
よ
り
充
実
し
た
広

報
と
し
て
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
こ
の
編

集
発
行
に
携
わ
れ
た
各
位
に
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
て
お
祝
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

高尾嘉一

集委員は５名です

　
こ
の
度
西
桂
町
議
会
が
議
会
活
動

の
一
環
と
し
て
議
会
広
報
を
発
刊
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
に
心

よ
り
お
喜
び
中
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
地
方
自
治
法
が
施
行
さ

れ
て
か
ら
四
十
五
年
に
な
り
ま
す
。

地
方
自
治
が
我
が
国
の
民
主
発
展
の

基
礎
を
な
す
も
の
と
し
て
、
そ
の
重

新田欣兵

編
集
委
員
長
　
新

田
恵
男

　
議
会
だ
よ
り
は
町
民
と
議
会
を
結

ぶ
掛
け
橋
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
年
四

回
毎
定
例
会
後
に
発
行
を
い
た
し
ま

す
。

　
情
報
誌
で
あ
る
か
ら
に
は
、
情
報

内
容
と
提
供
日
時
に
あ
ま
り
時
間
の

ず
れ
が
あ
っ
て
は
そ
の
価
値
を
失
う

こ
と
は
十
分
認
識
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
定
例
会
後
可
能
な
隈
り
早
目
に

発
行
す
べ
く
努
力
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
編
集
委
員
一
同
、
皆
様
に
親
し
ま

れ
る
議
会
だ
よ
り
と
な
る
よ
う
こ
こ

ろ
が
け
ま
す
の
で
御
指
導
の
程
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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六
月
定
例
議
会
は
六
月
一
一
十
二

目
よ
リ
ニ
十
五
目
ま
で
の
四
目
間

の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
条
例
制

定
案
件
と
補
正
予
算
案
の
二
件
は
、

議
員
提
出
の
意
見
書
と
と
も
に
原

案
可
決
さ
れ
ま
し
た

　
ま
た
、
農
業
委
員
の
議
会
推
薦

者
の
決
定
と
一
名
に
よ
る
一
般
質

問
が
行
わ
れ
閉
会
と
な
リ
ま
し
た
。

６月定例議会

こんなことが決まリました

酉
桂
町
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
設
置
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

提
案
理
由

　
町
誌
を
編
さ
ん
す
る
た
め
町
誌
編

さ
ん
委
員
会
を
設
置
し
、
必
要
な
事

項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

説
明

　
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
の
し
ご
と
は
、

町
長
の
諮
問
に
応
じ
、
調
査
審
議
し
、

結
果
を
町
長
に
答
申
す
る
も
の
で
す
。

　
委
員
は
、
十
五
名
以
内
で
次
の
者

の
中
か
ら
町
長
が
委
嘱
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

・
町
議
会
議
員

・
学
識
経
験
老

・
町
　
職
　
員

　
ま
た
、
町
長
が
委
嘱
し
た
専
門
的

知
識
を
有
す
る
老
で
専
門
委
員
会
を

組
織
し
、
必
要
に
応
じ
て
部
会
を
置

く
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。

組織図

町誌編さん委員会

部会１１部会１ １部会

一
般
会
計
第
一
号

補
正
額
　
二
、
五
七
九
千
円
追
加

総
　
額
　
一
、
五
五
二
、
八
一
〇
千
円

内
容
　
歳
入
は
、
普
通
交
付
税

を
増
額
し
、
歳
出
の
財
源
と
し
ま
し

た
。
　
歳
出
は
、
消
防
費
の
追
加
で
、

詳
し
い
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

町
消
防
団
ポ
ン
プ
車
操
法
大
会
出
場

　
富
士
五
湖
広
域
地
域
の
代
表
と
し

他市町村誌（酉桂町Ｙ　ＬＯ会館蔵書）

て
県
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
よ
る

経
費
の
追
加
で
す
。

　
十
月
十
七
日
が
県
大
会
で
す
が
、

そ
の
た
め
の
訓
練
は
三
十
日
か
ら
四

十
日
も
費
や
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。　

　
　
新
規
追
加
一
、
六
四
六
千
門

防
災
危
険
区
域
図
が
配
付
さ
れ
ま
す
。

　
県
の
消
防
防
災
課
で
県
下
全
般
の

防
災
危
険
区
域
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
西
桂
町
の
区
域
の
み
を
印
刷
し
全

戸
配
付
し
ま
す
が
、
印
刷
経
費
は
、

各
市
町
村
負
担
で
す
。

　
　
　
新
規
追
加
　
　
九
…
＝
千
円

郷田　都男氏

議会推薦者

農
業
委
員
の
推
薦

説
明

農
業
委
員
は
、
法
律
に
よ
り
次
の
構

成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

選
挙
さ
れ
た
委
員
　
　
　
十
人

農
業
共
済
組
合
推
薦
者
　
一
人

議
会
推
薦
者
　
　
　
　
　
五
人
以
内

　
こ
の
規
定
に
従
っ
て
議
会
は
、
一

名
を
推
薦
し
ま
し
た
。
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公立保育所にかかる国庫負担制度の堅持に関する意見書

　今日 ・女性の杜会進出とともに、保育所の役割はますます

犬きくな っており 、保育環境の整備 ・充実は重要な課題とな っ

ている
。

　ところが、国は、平成５年度予算編成の中で、国費抑制策

の一環として ・公立保育所の措置費として国が負担している

保母などの人件費補助を廃止し、地方負担に切り替える方針

を」たんは打ち出したと伝えられている
。

　しかしながら・この措置は・もともと国の負担率ｉＯ分の８

であ ｒたものを、平成元年度に負担率を２分の１として垣久

化されたものであり 、単に国の財源不足を穴埋めするために

国費を地方へ負担転嫁することは、保育に関する国の責任を

回避するものであ って ・保育行政はもとより地方財政に多大

な影響を与えるものである
。

　よ って 、政府におかれては、将来にわた って公立保育所に

かかる国庫負担制度を堅持し、も って現行保育制度の充実を

図られるよう強く要望する
。

　以上・地方自治法第９９条第２項の規定により意見書を提出

する
。

　　平成５年６月２５日

　　　　　　　　　　　山梨県南都留郡西桂町議会

　　　　　　　　　　　議　　長　　小山忠男
　内閣総理大臣股

大蔵大臣　　殿

厚生大臣　　殿

　自治大臣　殿

意とり　　も負す児
見しま社の担 。童保
書てと会で金今措育
が提め常す見回置所
原出 ’任 。直の費運
案さ定委
可れ例員
決た会会
さ結最で
れ果終意
ま　’日見
し左に書
た記議を
。の案取

し意国営
論見庫の
に書負財
意は担源
見　’金の
をこがひ
述のあと
べ国りつ
る庫まに

西桂町立保育所園児

総て事　　方へ件
合い件町自提に議
しるのの治出つ会
て環内公法すきは
判境容益にる意町
暫益圭墓察…墨雲

ま民てるさがを益
す意町かれで関に
。思がざてき係関

顯糠墓

意
見
書
つ

て
な
に

？

メ

モ

１

保
育
所
財
源
に

関
す
る

意
見
書
が
可
決

圓黎董　箇揮叩巾

亭竃　吾饗

石原滋薪田欣兵 高尾嘉一　新田恵男　（轟長）　川村　喬

郷田都男　渡辺　稔　渡辺忠夫　楡原啓一

小山益雄　牛田　茂

傍　聴　席

◆幻樽不

萎婁暑

＝す』
嗜官と

だ詳る　はと階る
さした場なもまた役
いくめ所いなでめ場
。はにだでいはのの
　’ もけしＬ知議三
　議一で よと う場階
　会度なういてがに
　事傍くかうるあは

務聴議
局し会
へてと
おみい
間まう
いせも
合んの
せかを
く　。知

。人けり　 ’

　もどま議
　か　 ’す案
　な三　 。な

　り階ｒど
　いは役を
　る見場審
　のたの議
　でこ二す

６月２５目現在
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渡辺忠夫議員

、』

つ
ぱ
ん
質
間

町
政
を
問
う

六
月
定
例
議
会
に
お
い
て
渡
辺
忠
夫
議
員
に

よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

浄
化
槽
の
設
置
状
況
及
び
管
理
に
つ
い
て

２モメ

一般質問とは

　
平
成
５
年
４
月
５
日
の
山
梨
日
日

新
聞
に
「
浄
化
槽
の
管
理
御
粗
末
」

と
い
う
見
出
し
で
浄
化
槽
か
ら
汚
水

が
流
れ
出
し
て
い
る
と
い
う
内
容
の

記
事
が
出
て
い
た
。

　
わ
た
し
も
当
町
に
お
い
て
そ
の
よ

う
な
実
態
の
話
し
を
き
い
た
こ
と
が

あ
る
。
保
守
点
検
清
掃
を
行
な
わ
な

い
家
庭
が
あ
る
と
汚
水
が
用
水
路
へ

流
れ
川
が
汚
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で

い
る
の
か
。

答
　
住
民
課
長

　
浄
化
槽
法
第
十
条
に
よ
り
浄
化
槽

の
管
理
者
は
、
使
用
者
で
あ
る
住
民

の
方
々
で
あ
る
の
で
住
民
方
々
そ
れ

ぞ
れ
に
管
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
。

　
近
日
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ

り
住
民
の
意
識
と
理
解
を
得
る
よ
う

に
す
る
。

　議員が町の行政全般にわたり執

行の状況や将来に対する方針等に

ついて質問することです。　定例

会（年４回）ごとに認められるも

ので行政監視の健屹果たします
。

　一般質間は、議員自らの政策を

主張する機会ですが、これによっ

て執行権限が与えられるものでは

あ一〕ません
。

田
　
浄
化
悟
の
設
置
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

讐
　
住
民
課
長

　
住
民
基
本
台
帳
上
の
世
帯
数
一
、

＝
二
五
戸
、
法
人
の
戸
数
が
一
一
一

戸
の
合
計
戸
数
一
、
四
二
六
戸
で
、

設
置
合
計
数
が
七
五
六
戸
で
あ
る
の

で
約
五
三
％
の
設
置
状
況
で
あ
る

問
　
各
家
庭
の
浄
化
槽
の
管
理
に
つ

い
て
町
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

小学校プールの

　有効利用について

　
小
学
校
プ
ー
ル
は

上
屋
付
き
で
あ
る
の

で
有
効
に
利
用
し
て

も
ら
い
た
い
血
そ
こ

で
…
－
－
－

問
小
学
校
プ
ー
ル

の
室
内
温
度
を
上
げ

る
方
法
を
検
討
し
な

い
の
か
。

讐
教
育
長

　
水
温
二
士
二
度
、
室
温
二
十
七
度
■

以
上
で
あ
れ
ば
水
泳
授
業
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
プ
ー
ル
の
開
設
期
間
は
６
月
の
上

旬
か
ら
９
月
の
下
旬
で
あ
る
が
、
昨

年
の
実
績
で
室
内
温
度
が
二
十
七
度

に
達
せ
ず
授
業
が
中
止
に
な
っ
た
の

は
３
日
ほ
ど
あ
っ
た
が
水
泳
に
充
て

ら
れ
る
十
四
、
五
時
間
の
授
業
は
十

分
余
裕
を
も
っ
て
消
化
で
き
る
の
で
、

現
在
は
、
暖
房
等
の
設
備
を
し
な
く

て
も
プ
ー
ル
の
運
営
に
は
支
障
が
な

い
と
判
断
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
中
学
校
に
プ
ー
ル
を
造
ら
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
理
由
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
答
　
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
所
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
要
度
が
少
な
い
と
い
う
の
が
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
り
、
小
学
校
プ
ー
ル
を
併
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
る
現
在
は
、
湯
所
が
若
干
遠
い
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
は
支
障
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閻
　
中
学
校
に
プ
ー
ル
を
造
る
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
前
讐
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
定
例
で
中
学
校
及
び
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
供
用
ブ
ー
ル
の
質
間
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
際
は
、
設
置
場
所
や
土
地
の
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
な
ど
で
努
力
す
る
と
教
育
長
が
答

中
学
校
プ
ー
ル
建
設
弁
さ
せ
て
も
ら
一
ち

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
長
期
総
合
計
画
の
中
で
も
そ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
な
考
え
を
も
ｏ
て
い
る
が
、
来
年

　
現
在
、
西
桂
中
学
校
に
は
生
徒
が
　
　
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
近
い
な
か
で

百
五
十
人
か
ら
六
十
人
い
る
が
、
こ
　
　
は
造
る
考
え
は
な
い
。

の
よ
う
な
生
徒
数
の
学
校
で
プ
ー
ル
　
　
　
中
学
校
体
育
も
犬
事
で
あ
る
の
で

が
な
い
と
い
う
学
校
は
、
数
え
る
し
　
　
そ
の
点
を
考
え
な
が
ら
議
会
の
皆
さ

か
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
そ
こ
で
…
　
　
ん
と
相
談
し
な
が
ら
、
考
え
を
前
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
に
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。
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巾

｛

曲
出
由

５月臨時議会
芸簑誓実二篤驚鴛案を原案可決５月７日開会

由吐由由苗吉苗吉苗古帝ホ由苗古古由帝苗帝吉巾由巾由巾申ホ由出苗由苗吉由由由中“由曲由由由曲山出｛由曲“““由出｝廿“｛苗｝｝｝出ｔ｝曲巾ｔ“｛由由古由｛｛吐｛｝出“｛苗由由古古

条
例
改
正

例
で
す
。

　
今
回
の
条
例
改
正
は
、
契
約
金
額

を
従
来
の
三
千
万
円
か
ら
五
千
万
門

に
改
め
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
緒
果
、
町
は
五
千
万
円
以
上

の
契
約
を
結
ぶ
と
き
に
は
、
事
前
に

議
会
の
承
認
を
求
め
る
と
い
う
内
容

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

曽
会
内
人
箏
構
成
の

紹
介

議
長

副
議
長

提
案
理
由

　
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

説
　
明

　
こ
の
条
例
は
、
町
が
行
う
財
産
の

取
得
処
分
、
及
び
各
種
の
契
約
締
結

に
お
い
て
・
一
定
の
金
額
な
ど
を
超

え
る
も
の
に
つ
い
て
、
議
会
の
承
認

が
必
要
で
あ
る
と
規
定
し
て
あ
る
条

小
山
忠
男

川
村
　
喬

※
議
員
は
、
必
ず
ひ
と
つ
の
常
任
委

員
会
に
所
属
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

提
案
理
由

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
町

の
税
条
例
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
で
す
喧
な
お
、
こ
の
改
正
案
は

専
決
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

説
　
明

　
町
民
税
の
税
額
は
、
均
等
割
と
所

得
割
の
二
種
類
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
改
正
の
主
な
も
の
は
、

均
等
割
の
非
課
税
範
囲
を
広
げ
た
も

の
で
す
。

　
均
等
割
非
課
税
範
囲

　
　
従
前
　
所
得
六
万
四
千
円
以
下

　
　
改
正
　
所
得
十
万
四
千
円
以
下

総
竃
’
両
工
着
仔
－
婁
■
一
会

　
◎
梅
原
啓
一
　
　
郷
田
都
男

　
○
牛
田
　
茂
　
　
新
田
欣
兵

祉
会
常
任
曇
口
会

◎
渡
辺
忠
夫

○
川
村
　
喬

小
山
忠
男

○
殴
常
任
曇
口
会

◎
渡
辺
　
稔

○
高
尾
嘉
一

石
原
　
滋

新
田
恵
男

小
山
益
雄

提
案
理
由

　
町
税
条
例
の
改
正
同
様
、
地
方
税

法
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
同

じ
く
専
決
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

説
　
明

　
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額

が
四
十
六
万
円
か
ら
五
十
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
国
保
税
は
、
四
項
目
か
ら
算
出
さ

れ
た
金
額
を
合
算
し
て
税
額
を
決
定

し
て
い
ま
す
が
五
年
度
か
ら
そ
の
税

額
は
五
十
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
四
割
軽
減
世
帯
の
基
準
所

得
金
額
を
二
十
二
万
五
千
円
か
ら
二

十
三
万
円
に
改
正
し
ま
し
た
。

８
会
■
讐
婁
〔
会

◎
石
原
　
滋

○
郷
田
都
男

高
尾
嘉
一

梅
原
啓
一

牛
田
　
茂

○
印
委
員
長
　
○
印
副
委
員
長

※
他
団
体
へ
の
人
■

消
防
委
口

　
　
渡
辺
　
稔
　
　
牛
田
　
茂

喧
右
曼
口

　
　
新
田
恵
男

□
±
五
湘
広
域
行
政
●
務
組
合

竈
口

　
　
石
原
　
滋
　
　
新
田
欣
兵

　
メ
モ
３

　
専
決
処
分

　
専
決
処
分
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
一
」
と
の
あ
る
方
は
大
変
少
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
地
方
自
治
法
の
中
に
規
定
さ
れ

て
い
て
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
具
体
例
を
示
す
と
、
国
会
で
町

税
に
関
す
る
地
方
税
法
が
改
正
さ

れ
た
と
き
は
、
町
の
税
条
例
も
改

正
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
四

月
一
目
か
ら
適
用
さ
れ
る
地
方
税

法
改
正
案
が
国
会
で
一
一
一
月
末
頃
に

可
決
さ
れ
る
と
、
町
に
お
い
て
は

税
条
例
の
改
正
案
を
適
用
期
目
の

関
係
か
ら
議
会
に
提
出
し
て
い
る

時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
専
決
処
分
を
行
う
と
い
っ

た
具
含
で
す
。
町
長
は
専
決
処
分

を
行
う
と
、
次
に
開
か
れ
る
議
会

に
そ
の
承
認
を
求
め
な
く
て
は
な

リ
ま
せ
ん
。

　
さ
し
ず
め
専
決
処
分
は
、
議
会

に
と
っ
て
事
後
承
諾
と
で
も
い
え

る
で
し
ょ
う
か
。
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径
’
脱
明

　
町
で
は
下
暮
地
の
山
林
約
六
千
七

百
坪
の
土
地
を
過
去
に
取
得
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
町
の
山
林
の
地
続
き
で
あ
る

と
こ
ろ
に
国
有
地
の
山
林
、
約
五
千

七
百
坪
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
こ
の

国
有
地
の
払
い
下
げ
を
う
け
合
計
約

一
万
二
千
四
百
坪
の
町
有
地
と
し
て

有
効
利
用
を
考
え
て
い
る
こ
と
が
以

前
議
会
側
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
二
目
の
全
員
協
議
会
の

席
上
、
そ
の
後
の
経
過
報
告
を
町
か

ら
求
め
ま
し
た
。

町
脱
明

請
し
、
平
成
五
年
度
内
に
払
い
下
げ

を
う
け
た
い
。

　
事
業
実
施
に
つ
い
て
は
、
国
あ
る

い
は
県
の
補
助
事
業
で
取
り
組
み
た

い
。問

　
公
園
建
設
事
業
の
補
助
率
は
ど

の
く
ら
い
の
も
の
に
な
る
の
か
。

答
　
三
分
の
二
の
補
助
事
業
を
検
討

中
で
あ
る
。

下
暮
地
の
山
林
を
払
い
下
げ

　
下
暮
地
の
国
有
地
で
あ
る
山
林
の

払
い
下
げ
を
う
け
る
に
は
、
取
得
目

的
の
た
め
の
事
業
実
施
計
画
書
を
国

に
提
出
し
な
け
れ
ぱ
払
い
下
げ
に
応

じ
て
く
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
、
三
箇
年
で
六
千
三
百
七

十
万
円
か
け
て
山
林
公
園
を
建
設
す

る
と
い
う
具
体
的
事
業
を
示
し
て
申

　
多
く
の
補
助
金
を
う
け
ら
れ
る
よ

う
で
あ
れ
ぱ
犬
き
い
プ
ラ
ン
も
あ
る

の
で
更
に
検
討
す
る
。

問
　
払
い
下
げ
申
請
は
す
で
に
提
出

し
た
か
。

答
　
事
前
協
議
は
出
来
て
い
る
が
七

月
に
入
っ
た
ら
正
式
な
申
請
を
行
う
。

問
　
当
初
予
算
に
用
地
取
得
費
約
千

涼風荘

だるま石

三ツ峠遊園

〇三ツ峠グリーンセンター

七
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
に
取
得
で
き
る
時
期
は
。

答
　
来
年
の
三
月
に
は
払
い
下
げ
が

う
け
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

ど
う
な
っ
て
る
の
か
ゴ
ル
フ
場

纏
’
脱
明

　
ゴ
ル
フ
場
を
開
発
す
る
手
順
は
、

ま
ず
開
発
申
請
者
が
「
協
議
申
出
計

画
資
料
」
を
町
に
提
出
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　
現
在
、
下
暮
地
に
ゴ
ル
フ
場
開
発

を
進
め
よ
う
と
す
る
業
者
が
存
在
し
、

町
に
「
協
議
申
出
計
画
資
料
」
を
提

出
す
る
意
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
の
状
況
に
つ
い
て
全
員
協
議
会
で

議
題
と
な
り
ま
し
た
。

町
脱
明

　
ゴ
ル
フ
場
開
発
業
老
が
三
月
来
庁

の
際
は
、
五
月
中
に
オ
ー
ナ
ー
を
見

つ
け
て
申
請
が
で
き
る
状
況
を
つ
く

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
六
月
四
日

来
庁
の
際
は
、
厳
し
い
経
済
環
境
な

の
で
オ
ー
ナ
ー
が
見
つ
か
る
ま
で
待
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。

問
　
オ
ー
ナ
ー
が
見
つ
か
る
ま
で
と

い
う
一
」
と
だ
が
い
つ
ま
で
待
つ
つ
も

リ
か
。
そ
の
時
、
期
限
は
設
定
し
な

か
っ
た
の
か
。

答
　
期
限
は
設
定
し
な
か
っ
た
。

問
　
景
気
が
回
復
し
た
ら
オ
ー
ナ
ー

を
見
つ
け
て
享
前
協
議
準
備
書
を

提
出
す
る
と
い
う
一
」
と
だ
が
、
い

つ
ま
で
に
提
出
で
き
る
か
期
限
を

設
定
し
た
ら
ど
う
か
。

答
　
経
済
環
境
に
よ
る
事
情
で
あ

る
が
再
度
業
者
を
よ
ん
で
指
導
し

て
い
き
た
い
。
県
等
の
関
係
者
の

意
見
を
参
考
に
期
限
が
設
定
で
き

る
か
ど
う
か
検
討
し
よ
う
と
思
う
。

　
入
札
を
予
定
し
て
い
る
振
興
課
の

都
町
線
側
溝
改
修
工
事
一
件
に
つ
い

て
四
月
五
日
に
事
前
の
現
場
説
明
を

う
け
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
四
日
に
同
じ
く
八
件
の

現
場
説
明
を
う
け
ま
し
た
。

　
駅
裏
支
線
舗
装
工
事
に
伴
い
同
線

の
水
道
管
の
布
設
替
工
事
を
行
う
べ

く
住
民
課
よ
り
六
月
七
日
に
現
場
説

明
を
う
け
ま
し
た
。

町議全員が義援金

　北海道南西沖地震被災者へ

南酉沖地震の被災者へ

合計１２万円を山梨目目

贈りました 。

髄
臥
脈

　去る７月１６目 、北

議員一人あたリ１万

新聞文化事業団を通
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四
　
月

一
目

六五四
目目目

　
十
目

十
一
日

十
一
一
目

十
四
日

十
六
日

十
セ
目

十
九
目

二
十
日

一
一
十
一
百

一
一
士
一
一
目

一
一
十
七
目

二
十
八
目

　
＝
一
十
目

消
防
団
幹
部
引
継
式

小
学
校
入
学
式

川
竣
い

現
説
・
建
設

保
育
所
入
所
式

郡
議
長
会

ア
ー
ク
太
鼓
保
存
会
総

会議
員
県
外
研
修

　
　
”

月
例
監
査

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

婦
人
会
総
会

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
桜
祭
リ

小
学
校
落
成
式

郡
議
長
会

郡
内
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

竣
工
式

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

議
会
運
営
委
員
会

県
議
長
△
互
定
期
総
会

歩
け
歩
け
打
ち
合
せ
会

消
防
団
長
就
任
披
露

市
町
村
議
会
議
長
会
議

議
会
運
営
委
員
会

０
０

　
七
目

　
九
目

十
一
目

十
二
目

士
一
一
目

十
四
日

十
六
日

十
七
目

十
八
目

十
九
目

　
一
一
十
目

一
一
十
一
目

二
十
四
日

一
一
十
五
日

二
十
六
日

一
一
十
七
目

　
三
十
目

三
十
一
目

月
五
月
臨
時
議
会

五
・
九
祭

青
色
申
告
△
互
総
会

郡
体
育
祭
兼
ぶ
る
さ
と

夏
祭
実
行
委
員
会

正
副
議
長
就
任
挨
拶
回

り議
会
広
報
編
集
委
員
研

修
一
一
一
ツ
峠
歩
け
歩
け
運
動

正
副
議
長
研
修

都
留
地
区
農
業
改
良
協

議
会
総
会

商
工
会
総
会

郡
議
長
会
研
修

”

商
工
会
婦
人
部
総
会

建
設
委
員
現
場
説
明

商
工
会
工
業
部
会
総
会

月
例
監
査

商
工
会
青
年
部
会
総
会

西
桂
織
物
工
業
協
同
組

合
総
会

町
民
球
技
大
会

景
観
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
策

定
委
員
会

題
字
は

野
村
静
谷
氏
著

・
略
　
歴
・

野
村
静
谷
（
の
む
ら
せ
い
こ
く
）

昭
和
五
年
富
士
吉
田
市
に
生
ま
れ
る
。

’〃、

　
三
目

　
七
目

　
十
目

十
一
目

十
四
目

十
五
目

十
八
目

　
十
九
日

二
十
一
一
日

二
十
＝
一
日

一
一
十
五
日

　
三
十
目

月
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

社
会
委
員
現
場
説
明

郡
社
会
福
祉
協
議
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

健
康
づ
く
り
推
進
協
・

献
血
推
進
協

国
保
運
営
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

リ
ニ
ア
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
総
会

教
育
懇
談
会

六
月
定
例
第
一
日
目

山
梨
県
環
境
芭
都
宣
一
一
一
冒

式六
月
定
例
最
終
目

学
校
給
食
運
営
委
員
会

南
都
留
郡
議
長
会

昭
和
二
十
三
年
よ
り
山
下
涯
石
、
没

後
、
北
村
九
皐
に
漢
字
を
師
事
。
纂

刻
・
刻
字
を
内
藤
香
石
、
か
な
を
萱

沼
貞
石
に
師
事
す
。
そ
の
後
、
富
士

書
道
連
盟
・
扶
蓉
印
会
等
の
設
立
に

参
加
。
現
在
漢
詩
を
渡
辺
寒
爵
に
師

事
す
。

　
書
壇
院
展
特
選
五
回

　
富
士
書
道
展
文
部
大
臣
賞

　
山
梨
県
芸
術
祭
県
護
会
護
長
賞

　
毎
目
書
道
展
毎
目
賞
・
準
犬
賞
ほ

　
か
月
刊
誌
「
書
真
」
に
］
」
ど
も

　
の
た
め
の
文
字
の
話
Ｌ
を
連
載
。

　
富
士
吉
田
市
文
化
功
労
者
受
章
。

　
富
士
書
道
連
盟
副
会
長

　
書
真
会
常
任
理
事
・
審
査
員

　
毎
目
書
道
展
審
査
会
員

　
日
本
書
道
連
盟
評
議
員

　
日
本
刻
字
協
会
副
理
事
長

　
日
本
刻
字
展
審
査
員

　
書
道
研
究
泰
山
社
主
睾
ほ
か

編
集
メ
　
モ

　
議
会
の
役
割
と
は
、
い
っ
た
い
な

ん
で
し
ょ
う
か
。

　
町
は
、
行
政
の
執
行
機
関
で
あ
り
、

議
会
は
意
思
決
定
機
関
で
す
。
簡
単

に
言
う
と
、
町
は
事
業
を
計
画
し
て

行
う
こ
と
が
努
め
で
あ
り
、
議
会
は

そ
れ
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
よ
い
・

だ
め
の
意
思
を
表
す
機
関
で
す
。

　
現
在
の
議
員
定
数
は
１
２
名
で
す
が

こ
の
１
２
名
で
よ
い
・
だ
め
の
ど
ち
ら

か
ひ
と
つ
の
意
思
を
も
つ
こ
と
に
な

る
わ
け
で
す
。

　
町
の
行
過
ぎ
を
お
さ
え
、
足
ら
ざ

る
を
補
う
の
が
議
会
の
役
割
だ
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
議
会
だ
よ
り
は
い
か

が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
創
刊
号
と

い
う
こ
と
で
慎
重
な
会
議
を
重
ね
奮

闘
の
連
続
で
し
た
が
、
よ
う
や
く
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
議
会
の
活
動
状
況
を
報
告
す
る
こ

と
に
よ
り
、
町
と
議
会
の
『
行
過
ぎ
・

不
足
』
を
皆
さ
ん
の
目
で
補
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
恩
い
ま
す
。

　
ご
意
見
ご
感
想
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
葉
書
か
書
簡
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
る
議

会
だ
よ
り
の
発
行
に
編
集
委
員
一
同

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


